
 

＜2030年の SDGs達成に向けた経営方針と目指す姿＞ 

当社は平成２３年１０月から JR 肥後大津駅と阿蘇くまもと空港を無料で結ぶ「空港ライナー」

の試験運行開始より継続して運行を担ってきている会社です。 

熊本を訪れる多くのお客様を最初に出迎えるため、常にお客様満足度を上げるために何がで

きるかを乗務員と一緒に日常から考え実践してきております。 

当社は社是として 

笑顔 一、 いつも笑顔でお客様を大切にします。 

感謝 一、 豊かな気持ちで「ありがとうございます」の感謝の気持ちで接します。 

和   一、 社会に貢献し、常に会社･家族・お客様に和の心で接します。 

があり、創立当初より社会への貢献を目指しております。 

今後も SDGs の取り組みにより、地域社会に貢献できる会社として活動できるよう乗務員と

共に成長していきたいと思っております。 

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標＞ 

三側面 
（分野に⦿） 

SDGs に関する重点的な取組み 指標 

環境 

社会 

経済 

CO2 削減のために、ハイブリッド車の積極的

な導入 

２０２２年４月より年間の CO2

排出量を５%削減する。 

環境 

社会 

経済 

・乗務員の「接遇向上」を目的として、お客様と

の円滑なコミュニケーションスキル、高齢者の

方や障がい者の方への介助(車椅子の取扱い、

乗降時の介助)方法などについての研修受講

の推進 

・子育てタクシー(妊婦・赤ちゃん検診・塾・習い

事等への送迎) 

・現在受講済み乗務員数４名を

２０２３年までに全乗務員の 

80%受講を目指す。 

 

・妊婦、産院、小児科、塾等との

関係強化 

環境 

社会 

経済 

DXを推進し、各種業務の効率化を目指す 

デジタルツールの導入により、

乗務員や事務職の事務作業時

間を年間２０時間以上削減す

る。 

＜パートナーシップ＞ 

大津町と連携して高齢者の健康福祉のために寄合タクシーを運行しています。 

熊本県交通政策課の指導の下、JR 肥後大津駅と熊本空港を結ぶ「空港ライナー」の運行を担

当しています。 

・「SDGs に関する重点的な取組み」には環境・社会・経済の三側面の全てについて、重点的な取組みを記

載してください。なお、取組みが複数の分野に該当する場合は、それぞれの分野にチェックを入れてく

ださい。 

・「指標（更新時に向けた数値目標）」には、それぞれの取組みに対する「目指す姿」の実現を念頭に、更新時

までの数値目標を記載してください。 

・「パートナーシップ」には、企業や NPO法人、行政など関係機関との連携があれば記載してください。 

 

○ SDGs に関する重点的な取組み及び指標に係る進捗状況（※更新の場合のみ。） 

      ○登録状況：第 期登録（登録年月日：    年  月  日） 

      ○登録番号：       号                     

 

事業者名：(株)大阿蘇大津タクシー 



＜SDGsに関する重点的な取組み状況、前期の指標及び実績＞ 

三側面 
(分野に⦿） 

取組みの状況 前期の指標 実績 

環境 

社会 

経済 

   

環境 

社会 

経済 

   

環境 

社会 

経済 

   

・「登録状況」及び「登録番号」を記載してください。 

・「取組みの状況」には、前回登録申請した際の重点的な取組みの実施状況や指標の達成状況を記載して

ください。指標が未達成の場合は、その理由等も記載してください。 


